
平成２０年度金沢大学国語国文学会大会プログラム 
 

・日時 10 月 18 日（土曜）・時間 10:50～16:30 

・場所 IT ビジネスプラザ武蔵 6 階 交流室 1+2 

 

武蔵ヶ辻、めいてつエムザ・スカイホテルと同じ建物内，入口およびエレベータは「武蔵スタジオ通り」下堤町

側を利用（地図参照）。 920－0855 金沢市武蔵町 14-31  

 

・開会 冒頭挨拶 10:50- 

・研究発表（午前の部）11:00-12:00 

天野知幸：マリヤはマリヤひとりの死を死ぬ―武田泰淳「聖女侠女」と戦後の「淪陥区」―， 

権田和士：聖なるものの表象をめぐって―小林秀雄の戦後― 

 

・研究発表（午後の部）13:10 -14:40 

木越秀子：都賀庭鐘作『英草紙』第三話について 

金 希 貞：韓国における有島武郎の受容 

小埜裕二：作法と野蛮―宮沢賢治「紫紺染について」論― 

 

・講演 15:00 - 16:00 

上田正行先生：「文燈」という雑誌 

 

・総会 16:00 - 16:30（会員対象） 

 

・パーティ 場所 スカイホテル（部屋は当日御案内します。大会会場と同じ建物内です。）時間 18:00 – 

20:00 ・会費 5,000 円（一般）・3,500 円（学生・院生） 

 


